
GLOBAL MARCH to GAZA

ガザ世界行進
を支持しよう
チュニジアから1千人以上がバスで、

カイロから数千人が徒歩で、

ガザに向かい、封鎖解除を要求する

自由船団のマドレーン号に続いて、世界からイスラ

エルに向けて「飢餓で住民を殺すな！食糧封鎖解除

せよ！」の行動が行われています。６月９日、北アフリ

カのチュニジアから医師、看護師、弁護士、人権活動

家など１０００人以上が陸路を出発し、ガザに向かって

います。６月１２日にはカイロに世界5０数カ国から数

千人が集まり、徒歩でガザを目指します。どちらの行動も６月１５日にガザ(ラファ)について、イスラエ

ルに非人道的で残虐な食糧封鎖の解除、人道支援物資搬入を要求します。

３ヶ月以上にわたってガザへの食料・水・医薬品などの搬入を禁止してきたイスラエルに対する批

判が強まっています。２００万人以上の住民の大半が深刻な食糧不足、飢餓に近い状態におかれ、数

十人の赤ん坊や子どもが栄養失調で死んでいます。世界中からのガザへの行進を支持し、イスラエ

ルに市民を殺すな、人道支援物資の搬

入を認めろ、直ちに恒久停戦せよの声を

届けましょう。

■日本政府はイスラエルと手を

切れ！虐殺を非難し、制裁せ

よ！
市民を無差別攻撃と飢餓で殺し続け

るイスラエルを放置することは許されま

せん。日本政府は、イスラエル支持（共

謀）をやめ、虐殺を非難し、直ちに恒久

停戦をするよう要求すべきです。イスラ

エルとの協力を停止し、軍事用ドローン

の輸入や年金基金によるイスラエル企

業・国債への投資を直ちにやめるよう要

求しましょう。

イスラエルはガザへの食料封鎖をやめろ
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食料配給所は「死の罠」だ
イスラエルは住民を餓死させているという非難をかわ

すための煙幕として、イスラエル軍と米国のガザ人道

財団でGHFで「食料配布」を始めました。しかし彼らは

「食料配布所」を飢えた市民を集めて射殺する「死の

罠」として使っています。すでに１５０人以上が殺されま

した。１０日には１０人、１１日には３５人近くをイスラエル

軍は「配布所」付近で殺したのです。ドローンによる攻

撃まで使われました。この配布所には１日に１００台分

の食料しか入れず、必要とされる６００台より遙かに少

ない上に、ガザの外で待機する数千台の国連や支援

機関のトラックを入れさせず、住民を飢えさせるための

機関になっています。



戦争をやめるまでボイコットでイスラエル協力企業に圧力を！
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イスラエルは大虐殺、飢餓作戦をやめろ！

抗議の声、要請を届けよう

□ 直ちに大虐殺をやめろ！食料搬入を認めろ、飢えさせるな
在日イスラエル大使館 infomation@tokyo.mfa.gov.il / consular@tokyo.mfa.gov.il

在日米国大使館 在日米国大使館のFaceBook U.S. Embassy Tokyo から

メッセージをおくる

□ 日本政府はイスラエルに大虐殺中止を要求しろ
首相官邸 首相官邸ホームページより「ご意見・ご感想」コーナーから送る

外務省 外務省ホームページから「御意見・御感想」コーナーから送る


